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	１．本合併新会社の機構の変更
	（１）本合併新会社の組織変更
	JRHに係る資産運用業務の円滑な承継・遂行を実現すべく、本合併新会社では、投資運用本部に「JRH運用部」、投資企画部に「JRH投資チーム」を新たに設置し、MAM投資運用部のJRH投資運用機能を承継します。JRH運用部はJRH保有資産の期中運用等の業務を行い、投資企画部JRH投資チームはJRHの資産の取得及び譲渡等に関する業務を行います。
	また、MAMのコーポレート関連機能（運用会社経理、総務・人事、リスク管理、コンプライアンス等）はDRの各既存部署に承継されますが、本合併新会社では、リスク管理・コンプライアンス機能の強化のため、新たに「リスク管理・コンプライアンス部」を設置します。
	本合併新会社の組織図は、次のとおりです。
	(変更箇所は下線部)
	なお、賃貸住宅に投資するDRP、JRH及びその他ファンド等の利益相反防止対策ルール（ローテーション・ルール等）については、基本合意書締結リリース及び合併契約書締結リリースを併せてご参照ください。
	（２）新体制下の各組織の業務の概要
	新体制下における各部署の分掌業務について、本投資法人との関係では重要な変更はありません。なお、新設されるリスク管理・コンプライアンス部はリスク管理に関する事項やコンプライアンス全般の企画・立案・推進に関する事項を所管します。
	別紙
	＜就任予定の取締役の略歴＞
	＜就任予定の重要な使用人の略歴＞

